ジャパンIRと国際観光の需要特性と規模予測ー韓国人需要を中心にー by 梁 亨恩
．序
世界的にカジノは重要なレジャー活動であり、他のレジャー活動と共通性がある
（ 、 ））。カジノをベースにした統合リゾート（ 、以下 ））
はメガツーリズム ）の象徴になっている。 は低迷した国際観光産業を活性化させ、
地域および国家へのプラス影響が評価されている。現在も多くの国が国家成長戦略とし




























図 はアジア主要国のカジノ売上額の 年と 年のシェアである。 のシェ
アをみると ％から ％に成長したが、 年に が建設する前までは ％台を維
持していた。 は 年には ％を占有し、ラスベガスの売上額も追い抜く勢いに
まで成長している。一方、アジアではマカオと比べ韓国やフィリピンの売り上げが減少
している。 年の韓国とフィリピンの比重はそれぞれ ％と ％だったが、 年に
図 アジア主要国のカジノ売上額のシェアー
はそれぞれ ％と ％と減少している。 を持つ国の実績が上昇する一方、韓国はカ
ジノ施設のみで比重が減少している。フィリピンは 年に に転換してから実績が












表 はマカオの入国データである。 年の総入国者数は 万人余りで 年の
万人に比べ ％も増加した。わずか 年で 千万人も増えた。マカオは人口























































表 をみると、 ヶ国の占有率は 年の ％から 年 ％へと約 ％減っ
た。東南アジアからの観光客が流入し始め、 年と 年を比較すれば 倍から 倍














人、フィリピンが 人から 人、インドネシアが 人から
人、タイが 人から 人、インドが 人から 人に増えて
いる。アジアにおける は新しいマーケットを開拓するツールとして機能している。
表 はシンガポールに入国するアジア主要国の人々のデータである。アジア地域が全
体の ％台を占めている。中でも主要 国の占有率が ％半ばで、近隣国のインドネシ













年度 アジア入国 位 位 位 位 位 占有率・合計
（人）
中国（ ％） 香港（ ％） 台湾（ ％） 日本（ ％） 韓国（ ％） ％
（人）
中国（ ％） 香港（ ％） 台湾（ ％） 韓国（ ％） 日本（ ％） ％
出所 マカオ統計庁から抜粋整理。
表 シンガポール入国のアジア主要国
年度 アジア入国 位 位 位 位 位 占有率・合計
（人）
インドネシア（ ％） 中国（ ％） 日本（ ％） マレーシア（ ％） タイ（ ％） ％
（人）
インドネシア（ ％） 中国（ ％） マレーシア（ ％）インド（ ％）フィリピン（ ％） ％
出所 シンガポール観光庁（ ）から抜粋整理。
















％（ 万人）と一番多い。次が台湾で ％（ 万人）、中国 ％（ 万
人）で東アジア 国が ％を占めている。韓国と中国は外交状況によってその増減が
激しく変動するが、今後も増えると考えられる。韓国の場合は文化観光研究院（ 年
推定））によれば訪韓客の中でアジアが約 ％台を占めて、中でも中国 ％（ 万
人）が一番多い。次が日本で ％（ 万人）である。中国が前年比 ％増、日本
は ％減で、中国人の観光ディスティネイションになっている。カジノ利用客も中国
表 フィリピン入国のアジア主要国
年度 アジア入国 位 位 位 位 位 占有率・合計
（人）
韓国（ ％） 日本（ ％） 台湾（ ％） 中国（ ％） 香港（ ％） ％
（人）
















要な各種インフラを建設してきた。 年のヴェネチアンマカオ、 年の グ
ランドマカオ、 年のシティーオブドリームズ、 年のギャラクシーマカオ、





表 アジア地域のカジノ売上額 （ 百万）






















ゲーム公社）が 年民間企業 社にカジノ開発・運営権限を 年まで許可した。
（ 年末）、 （ 年）、
（ 年）、 （ 年末）が計画されている。































要素である（ 、 ））。 （ 、 ））調
査によれば米国人の ％がカジノをエンターテイメントの形態として認識しているとい
う。 ％の中で ％がカジノを観光オプションや地域社会のエンターテイメントに重要



























































年 月から 月に大阪を訪れた つの韓国人団体（観光、研修、商用）を対象に































人の有効回答を分析に用いた。性別では男 ％と女 ％で、短大卒以上が ％で
比較的高学歴集団であった。但し、カジノモチベーションについては因子分析ではな
く、事前に つのカテゴリー（勝利感、挑戦、社会学習、脱出）を定めてから複数回答



















































































年度の訪日外国人は 人（ 月推定）で、アジアが ％（
人）を占めている。その内訳は韓国 ％（ 人）、台湾 ％（

















年齢は 代（ ％）と 代（ ％）が主流で 代
％、 代以上 ％。学歴は短大卒以上が ％で
高卒以下は ％であった。月収入は 万ウォン
台が全体の ％を占めた。 万ウォン未満は
％、 万ウォンが ％、 万ウォン




かで、 つ目は海外カジノを訪問した経験があるかの 点であった。前者は ％、後
者は ％の人々が あり と回答した。海外出国者の 人中 人はカジノ経験があっ





















に、韓国にカジノ（ ）を認めるかについては、 であれば ％、 日本や台
湾で ができたら ％と を支持する声が多い。こうした結果はアジア に
よって形成された肯定的なイメージのためであると思われる。
カンウォンランドカジノの訪問者




％、女性 ％で、年齢は 代 ％、 代
％、 代 ％で 代が主流であった。 代は ％、 代は ％を占めた。学
歴は短大卒以上が ％で高く、高卒以下が ％であった。月平均所得は 万























回数 回 回 回 回 回




























表 は韓国観光公社（ ））が予測した韓国人海外出国者のデータである。 年
から予測値 ％を適用し 年には 人 ）になると予測している。
オープン時期は法案が通ってから 年、早ければ 年以後から 年東京オリンピッ
ク以前の間と考えられる。本稿では 年を基準に予測するが 年に時点をとって数

































































































外カジノ経験の ％に訪問意思 ％を反映した ％を積極的意思に、中立的意思に
は訪問意思を持つ人々 ％に積極的意思の ％をマイナスした ％を適用した。
積極的訪問意思（ ％） 指数（ ％） ％、中立的訪問意思









楽観的予測（ ％） 保守的予測（ ％）
％ 経験 ％ 純粋利用者 ％ 経験 ％ 純粋利用者
計算式 指数 実現率
積極的訪問意思 ％（海外カジノ経験） ％ ％ ％適用 ％
％
中立的訪問意思 ％（設問調査） ％ ％ ％適用 ％
算し、次のような結果が導かれた（表 参照）。
すなわち、韓国人の海外出国者 人（ 年）のうち、 ％（楽観的予
測）の 人、 ％（保守的予測）の 人が の潜在需要規模であ
る。一方、実質的な年間値は訪日客の調査結果から予測する必要があると思われる。
訪日客






訪問意思の ％に積極的意思の ％をマイナスした ％を適用した。
積極的訪問意思（ ％） 指数（ ％） ％、中立的訪問意思




すなわち、韓国人の日本訪問客 （ 年）のうち ％（楽観的予測）の






楽観的予測（ ％） 保守的予測（ ％）
％ 経験 ％ 純粋利用者 ％ 経験 ％ 純粋利用者
計算式 指数 実現率
積極的訪問意思 ％（海外カジノ経験） ％ ％ ％適用 ％
％
中立的訪問意思 ％（設問調査） ％ ％ ％適用 ％






た結果の ％と推定し、中立的意思を持つ人は訪問意思の ％に積極的意思 ％を
マイナスした ％を適用した。
積極的訪問意思（ ％） 指数（ ％） ％、中立的訪問意思
（ ％） 指数（ ％） ％の合計 ％を実現率とした。次のよう
な数値が得られた（表 参照）。この数値は、総出国者と訪日客の純粋利用者にプラス
して需要予測をする。
すなわち、カンウォンランドカジノの訪問客 （ 年）のうち ％（楽






















積極的訪問意思 ％（マカオ経験） ％ ％ ％適用 ％
％
中立的訪問意思 ％（設問調査） ％ ％ ％適用 ％
この数値を先行国の事例から考えてみたい。シンガポールの （
）によれば 年に は一日 人が訪問し、このうち住民（永
住者含む）が ％を占めている。一日平均 人が外国人であることから、 年後
に を利用する予測値としては妥当であると思われる。ちなみに、 も 年
に 日 人を目指している ）という。
こうした韓国人の訪日客に関する調査結果から、 を訪れる総需要の規模が覗け
る。 年度の訪日客の ％が東アジアの韓国、台湾、中国の ヵ国が占めている。
平均シェアを参考にすれば結果の 倍になると予測することができる。およそ、一日平
均 人（楽観的予測）と 人（保守的予測）である。さらに滞留日数を考慮す
れば 倍以上になり、他の国からの ％も考えれば、 によって国際観光産業が
活性化されることは間違いないと思われる。
ちなみに、 を極大化するためには航空機の運行回数が重要である。日韓間の航



































































われ （ 、 、 、 ）産業を強化する戦略上のキーワード
となった。
）カジノは観光産業で重要な産業である（ 、 、
、谷岡 、李忠基 、梁亨恩 ）。カジノ産業は一般的に観光産業の中で集客力が高
く、観光関連産業にも大きい相乗効果を与える観光サービス業としてカジノ観光（ ）
と呼ばれている。アメリカの 集約表（ ）に 観光特産業と観光関
連、その他の産業項目 でレクレーションサービスとして 産業特性コート で分類されてい
る。
） 年 月 日阿部総理が通常国会で の必要性を強調し合法化の可能性はさらに強くなった。
















）梁亨恩（ ）、 国際観光客のカジノモチベーション研究 、大阪商業大学アミューズメント産業
研究所紀要。







）谷岡一郎（ ）、 ギャンブルの社会学 世界思想社、 。
）李忠基（ ）、 カジノモチベーションの尺度開発と妥当性の検証 観光学研究第 巻第 号、
。
）
）李忠基（ ）、 観光応用経済 日新社。
）
）梁亨恩（ ）、前掲書。 国際観光客のカジノモチベーション研究 、大阪商業大学アミューズメ
ント産業研究所紀要。
）出入制限は、月 日を超えないで分期 日以内である。







）日本の場合、 年 人から 年は ％（ 月増減率）を反映する時、
人が予想される。
）日・中のような近隣国の観光客は時系列分析を中心に専門家の意見調査で予測する。







） 年 月 日第 回 ゲーミング学会の発表内容。
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